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開発区域内の計画雨水量の算定については次式による。
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その他の不透面

勾配のゆるい山地
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屋　　　　　根

道　　　　　路

水　　　　　面

流速時間 10分

mm／時間　右表による

Ａ：集水面積 ha　ﾍｸﾀｰﾙ　（1ha＝10,000㎡）

Ｑ：計画雨水量　ｍ3／秒

Ｃ：流出係数　　右表による

工　種　別
〈Ｃ：流出係数〉

流出係数

Ｂ：開水路巾　　[ｍ]
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Ｈｏ＝ ：水理上の有利水深

：断面径深

：潤辺長

ｎ

Ｉ

（同じ断面で最多流量を流す時の断面水深をいう）

：潤辺の粗度係数（下表－１）

：排水溝布設勾配

以上により
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流量、断面粗度および円形水路布設勾配を与えた場合の断面算定。
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Manning公式
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Ｈ
ｏＤＡｏ：有効断面

以上により
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Ho/D

０．２０９４コンクリートＵ字溝

ヒューム管

塩化ビニール管

ｎ：潤辺粗度係数

円断面の最大流量

表－１ 表－２

Ａｏ

７．計画雨水量の算定

８．矩形水路断面（Ｕ字側溝）の算定

９．円形水路断面（ﾋｭｰﾑ管・ﾋﾞﾆｰﾙ管）の算定

〈Ｉ：降雨強度〉
確率年 5年確率 10年確率

降雨強度

※指定道路は10年確率で計算すること。

Ｉ：降雨強度

流量、断面粗度および排水溝布設勾配を与えた場合の断面算定。
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91.53㎜/h
10分

80.74㎜/h
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